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内容内容
このフィールド・ガイドでは、アプリケーション・モダナイ 
ゼーションへのIBM® のアプローチの概要を説明します。

始める始める
アプリのモダナイゼーション・ジ
ャーニーを始めるためのヒント。

学ぶ学ぶ
概念の要旨。

ビジネス上のプレッシャーにより、市場投入までの期間短縮とアプリのモダ
ナイゼーションが必要です。既存の資産によって、モダナイゼーションへの
最適なアプローチが異なります。モダナイゼーション手法としては、クラウ
ドネイティブなマイクロサービスへのリファクタリング、従来のアプリのコ
ンテナ・プラットフォームへの載せ換えなどがあります。IBM Garage™ 専門家
を利用して、アプリケーションのモダナイゼーション・ジャーニーを加速し
てください。

モダナイゼーションがすぐにもたらすメリット

デジタル・トランスフォーメーションを加速。アプリのモダナイゼーション
は、ビジネスを変革して新しい機能を構築し、迅速にデリバリーしようと
いうニーズに後押しされています。

開発者のエクスペリエンスを変革。クラウドネイティブなアーキテ
クチャーとコンテナ化の採用によって、新規アプリケーション、
サービスをすばやく開発、デリバリーします。

デリバリーを加速。DevOpsベスト・プラクティスの採用で、自動
化のカルチャーとトランスフォーメーションを推進します。 

ハイブリッドクラウド・プラットフォーム上にエンタープライズ・
アプリケーションをデプロイ。ハイブリッド・マルチクラウド上で
オペレーションを自動化し、効率を向上します。

アプリケーション・ポートフォリオ
をモダナイズするときがきました
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アプリケーションの
クラウド対応
既存アプリケーションをモダナイズするときには、クラウド・テクノロ
ジーを最大限活用して、クラウドへの移行を容易にすることができま
す。クラウドネイティブなマイクロサービス手法で、クラウド固有のス
ケーラビリティーと柔軟性を活用できます。クラウドネイティブなアプ
リケーションへのモダナイズによって、アプリケーションは既存投資と
同時に、シームレスに動作できるようになります。生産性と統合を阻害
する障壁は取り除かれて、新たなユーザー・エクスペリエンスを生み
出し、新アプリケーションを開発できます。

1回ビルドするだけで、あらゆるクラウドにデプロイ

アプリケーションの評価。そのままクラウド・プラットフォームに移動で
きるアプリと、リファクタリングが必要なものをはっきりさせます。

アプリケーションをすぐにビルド。コンテナをアプリケーションやサー
ビスの基盤に活用します。

生産性生産性をを向上す向上するるためにためにデデププロロイイをを自自動化動化。。DevOpsパイプラインは
デプロイメントをすばやく、確実に自動化します。

実行実行とと一貫一貫しした管理た管理。。すべてのアプリケーションの運用を共通の管理
手法に統合して、信頼性を保証し、問題解決を高速化します。

学ぶ学ぶ

IBM と  と Garage を始めてみませんか？  を始めてみませんか？ 
https://www.ibm.com/jp-ja/garage

詳細はこちら詳細はこちら



IBM Garageは先進テクノロジーとあるべき姿を示すアプローチで貴社のクラ は先進テクノロジーとあるべき姿を示すアプローチで貴社のクラ 
ウドによる変革のジャーニーを導いて、ビジネス成果の達成を支援します。ウドによる変革のジャーニーを導いて、ビジネス成果の達成を支援します。

アクセラレーターとツー
ルを使用してアプリケー
ションをすばやく、安全
にモダナイズします。

アプリケーション
対応評価

イノベーション

アジャイル
・デリバリー

コスト削減

クラウド移行

ビルド
クラウド

ネイティブ・
アプリ

デプロイ 実行

クラウド対
応アプリ

従来アプリ

複雑な従
来アプリ

再プラット
フォーム

再パッ
ケージ

リファクター

VMs on
Cloud

移行アクセ
ラレーター

共通運用

最新アプリ
ケーション・
ランタイム

最新
DevOps

パイプライン

コンテナ・プラットフォーム

コンテナ化
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モモダダナナイイゼーゼーシショョンン・・ジジャャーニーーニー
モダナイゼーション・ジャーニーを始めるには、自社資産に適用できる適切な
手法を理解しなければなりません。IBM Cloud™ Transformation Advisorが
最善のエントリー・ポイント選択をお手伝いして、ジャーニーのそれぞれの
段階で価値を提供します。IBM Garageはお客様に適切なパスの理解を支援
できます。

ニニーーズにズにぴぴっったたりり合合っった手法た手法をを選択選択

モノモノリリススををコンコンテテナナ化化。。アプリケーションをクラウドに移行 
することでコストを削減し、運用を簡略化します。

オンオンププレミレミスス資資産産ををAPIAPIで公開で公開。。クラウド対応が難しいレガシー
資産をAPIで活用します。

ママイクイクロロササーービビススににリフリファァククタリンタリンググ。。モノリスを小さくデ 
プロイ可能なコンポーネントに分割します。

新新ママイイククロサロサービービススを追を追加加。。段階的にイノベーションを行い、 
複雑さを減らし、早期に成功させます。

モモノノリリスをスを抑抑制制。。段階的にモノリスを無くしていきます。 

学ぶ学ぶ

アプリケーション・モダナイゼーションについてご確認ください。 アプリケーション・モダナイゼーションについてご確認ください。 
https://www.ibm.com/jp-ja/cloud/application-modernization

詳細はこちら詳細はこちら



ここののジャジャーーニニーーをを通じ通じて、て、デリバリーのスピードをを向向上し上しまますす。。

必要に応じてアプロー
チを組み合わせ!

インサイ
ト用の
分析

アジャイル・
デリバリー

モダナイゼーション

の目標 モダナイゼーション・

パターン
Red Hat Openshift
を利用したあらゆる

クラウドへのデプロイ

SaaSへの
置き換え

クラウド移行

IBM Clou
d

Transform
ation

 

Advisor の
実行 

モノリスの抑制

パブリック・
クラウド

プライベート・
クラウド

マイクロサービスとして
の新機能追加

モノリスのマイクロサービス
へのリファクター

API公開

モノリスのクラウド・
ランタイムへの移行

OpenShift
コンテナ・

プラットフォームトランス
フォームと

イノベーション

コスト削減
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信頼信頼ででききるる基盤上に基盤上に構築構築
Kubernetesなどのコンテナ・プラットフォームは、アプリ・モダナ
イゼーションの基盤を提供します。このオープン・ソースをベース
にしたコンテナ管理システムは、開発者と運用担当者の両方をター
ゲットにしています。コンテナ化により、開発者は構成をコードと
して扱い(Configuration as Code)、最新のDevOpsツールチェーンを
実現できます。IBMはIBM Cloud全体(パブリックとプライベートの両方)
に、アプリケーション・モダナイゼーションのための一貫性のあるコンテ
ナ・プラットフォームを提供します。

ココンンテテナナ  - - モモダダナナイイゼゼーーシショョンンの基盤の基盤

IBM Cloud Paks™。既存アプリケーションのモダナイズ、新規 の
クラウドネイティブ・アプリの開発を行い、Red Hat® OpenShift® で動作
させるためのエンタープライズ対応のコンテナ化されたソフトウェア・ソ
リューション。

Red Hat OpenShift Container Platform。Kubernetesコンテナ・オーケスト
レーション・プロジェクトに基づいたOpenShiftが開始点です。最先端
のレジリエンスとセキュリティーを揃えた強力な基盤が欠かせません。 

どこにでもデプロイ。どのパブリック/プライベート・クラウド・プロバイ
ダーも利用できます。

始める始める

IBM Cloud Paksをご確認ください。をご確認ください。
https://www.ibm.com/jp-ja/cloud/paks

詳細はこちら詳細はこちら



IBMははKubernetesを基盤としたを基盤としたRed Hat OpenShift Container Platform上上
で動作するクラウド向けエンタープライズ・ソフトウェアを提供します。で動作するクラウド向けエンタープライズ・ソフトウェアを提供します。

インフラストラクチャーの柔軟な選択
IBM Cloud    AWS   Azure   Google Cloud   エッジ   プライベート   システム

IBM Cloud Paks

アプリケーション     データとAI     統合

自動化     マルチクラウド

OpenShiftコンテナ・プラットフォーム
開発者生産性     運用効率

ロギング    モニタリング    セキュリティ    アイデンティティ & アクセス管理

オープン・テクノロジー     どこでも実行

セキュリティー
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IBM Cloud Paksとは?とは?
コンテナとKubernetesだけでなく、本番環境のトポロジーをオーケストレーシ
ョンして、アプリケーションに対する管理、セキュリティー、ガバナンスを提供す
る必要があります。IBM Cloud Paksはエンタープライズ対応の、コンテナ化さ
れたソフトウェア・ソリューションで、IBM Cloud上のRed Hat OpenShiftとRed
Hat Enterprise Linuxで動作します。共通統合レイヤー上に構築されたCloud
Paksにはコンテナ化されたIBMミドルウェアと開発、管理用の共通ソフトウェ
ア・サービスが含まれています。

始める始める

IBM Cloud Paksをご確認ください。をご確認ください。
https://www.ibm.com/jp-ja/cloud/paks

詳細はこちら詳細はこちら



IBM Cloud Pak for Applications マイクロサービス機能、サーバーレ
ス・コンピューティングのサポートなど、組み込みの開発者ツールとプ
ロセスを活用して、クラウドネイティブなアプリをすばやく構築します。 

IBM Cloud Pak for Data データの収集、体系化、分析を単純化しま
す。IBMの統合カタログ、オープンソース、サードパーティのマイクロ
サービス・アドオンによって、データをインサイトに変換します。 

IBM Cloud Pak for IntegrationAPI ライフサイクル、アプリケーションと
データの統合、メッセージングやイベント、高速転送、統合セキュリ
ティーなどの統合、デジタル・トランスフォーメーション活動のすべてで
必要とされるスピード、柔軟性、セキュリティー、スケールを達
成します。

IBM Cloud Pak for Automation 業務ユーザー向けのローコード・
ツール、業務マネージャー向けのリアルタイム・パフォーマンス可視化と
ともにお好きなクラウドにデプロイします。アプリケーション変更や
データ移行なしに自動化ランタイムを移行します。ベンダー・ロックイン
されずに自動化をスケーリングします。

IBM Cloud Pak for Multicloud Management 広範なハイブリッドに
またがる一貫した可視性、自動化、ガバナンスと、既存のツール、プロ
セスとの統合を含めたマルチクラウド管理機能が得られます。

IBM Cloud Pak for Security セキュリティー・ツールを統合する
ことにより、ハイブリッド・マルチクラウド環境のあらゆる部分
を対象に、脅威に関する洞察を入手できます。

ククラウド移行への高速で信頼性の高い方法。
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現在現在、、そそししてて将来の将来のアアププリリ開発開発  
IBM Cloud Pak for Applicationsは一貫したエクスペリエンスを完 
備して、アジャイルDevOpsプロセスを利用したKubernetes向けの 
アプリケーション開発を高速化します。IBMの統合ツールを利用し 
て既存アプリケーションをモダナイズできますし、どんなクラウド に
も展開できる新規のクラウドネイティブなアプリをすばやく開 発で
きます。

成功に成功に必要な必要なツツーールル

革新的なクラウドネイティブ・アプリを開発。コンテナとマイクロ
サービスをベースにした共通モデルを採用。開発者はどんなクラウ
ドにもすばやくビルド、デプロイできるので、記録的な短時間で価
値を提供できます。

投投資資ののモモダダナイナイズと活ズと活用用。。モダナイゼーション・ツールを活用する こ
とで、モダナイゼーションに伴う時間、コストの見積もりが容易にな
ります。どの場合に既存アプリをリファクタリング、置き換
え、コンテナ化、移行、維持すべきかがわかります。Cloud Pak for 
Integrationには従来の移行スタイルと最新のもののバランスをと
る ために必要な機能があります。

アジアジャャイルイルDeDevOpsvOpsカルカルチチャャーーを創を創造。造。モダン・アーキテクチャーで
のクラウドネイティブなアプリ開発モデルへ移行して、仕事のやり方
をアジャイルDevOpsプラクティスを使ったものに変えましょう。

始める始める

IBM Cloud Pak for Applicationsをご確認ください。をご確認ください。
https://www.ibm.com/jp-ja/cloud/cloud-pak-for-applications

詳細はこちら詳細はこちら



Red Hat OpenShiftで動作するで動作するIBM Cloud Pak for Applications
はオープン標準上に構築したハイブリッドなマルチクラウド はオープン標準上に構築したハイブリッドなマルチクラウド 

基盤を提供して、ワークロードやデータがどこでも実行で 基盤を提供して、ワークロードやデータがどこでも実行で 
きるようにしますきるようにします。

イノ
ベーシ

ョン モダナイズ

DevOps

IBM Cloud Pak

for Applications
IBM Cloud Pak

for Applications
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アプリ・ポートフォリオの評価
アプリケーションのモダナイゼーションに取り組む前に、アプリケーシ ョ
ンの棚卸をして、ビジネス上の優先順位と照合する必要があります。
これはモダナイゼーションの最適な技術的方法を判断し、必要な労力
を見積もるのに役に立ちます。

アプリケーション・モダナイゼーションはビジネス・モダナイゼーションです

ビジネス上の優先順位と合わせる。ビジネス・ニーズがモダナイズを
押し進める場所を理解します。

アプリケーションを棚卸しする。IBM Cloud Transformation Advisorを実
行して既存のJava環境から情報を収集して、モダナイゼーション活動
を推奨させます。

モダナイゼーション費用を賢く使う。アプリケーション・ポート 
フォリオをビジネスの優先順位に合わせて、よりよい意思決定を行い 
ます。

始める始める

IBM Cloud Transformation Advisorツツーールルをごをご確確認く認くだだささいい。。
https://www.ibm.com/garage/method/practices/learn/
ibm-transformation-advisor （英（英語）語）

詳細はこちら詳細はこちら

https://www.ibm.com/garage/method/practices/learn/ibm-transformation-advisor


モダナイゼーション・オプションについて専門家から貴社に合わせた モダナイゼーション・オプションについて専門家から貴社に合わせた 
助言が得られます。助言が得られます。

IBMの専門知識に基
づいた助言を!

IBM Cloud Transformation Advisor
IBM Cloud Transformation Advisor

データ・コレクター

ソース環境 :IBM WebSphere Applicationサーバー

emailcomponent.ear Liberty on Private Cloud

inventorymain.ear

推奨
複雑さ

単純 100%

クラウド配置

Liberty on Private Cloud

クラウド配置

中間 80%

catalog002.ear Liberty on Private Cloud

クラウド配置

複雑 100%

技術的
一致(%)

ユーザー・プリファレンス 推奨

棚卸を反映したアドバイス

アプリケーション
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優先順位優先順位ととオオププシショョンンをを調整す調整するる
モダナイゼーションの手法と目標を達成するのに必要な工数の最適な組み
合わせを選択して、アプリケーション・モダナイゼーション・ポートフォ
リオを分類します。

すすべべてのてのアアププリリケケーシーショョンンがが同同等等にに開開発発されされるわるわけでけでははあありりませませんん

単純化単純化。。ビジネス・ニーズがモダナイズを押し進める場所を理解し 
ます。IBM Cloud Transformation Advisorを実行して、モダナイゼ 
ーション・オプションを明確化します。

適切な適切なモモダダナナイイゼゼーーシショョンン手法手法をを選択選択。。モダナイゼーション実 
現のためのすべての可能な選択肢を複雑さ、コスト、成果で評価します。 

計画計画とと優先順位付け優先順位付け。。ビジネス上の優先順位と労力の組み合わせでモ ダ
ナイゼーションを計画します。最初のプロジェクトのいくつかは、 
短期間でビジネスにおける潜在的な価値が大きいものにすべきです。

始める始める

IBM Cloud Transformation Advisorツツーールルをごをご確確認く認くだだささいい。。
https://www.ibm.com/garage/method/practices/learn/
ibm-transformation-advisor （英（英語）語）

詳細はこちら詳細はこちら

https://www.ibm.com/garage/method/practices/learn/ibm-transformation-advisor


アプリケーション・コードの今後の計画とリスク選考に基づアプリケーション・コードの今後の計画とリスク選考に基づ
いてモダナイゼーション手法を選びます。いてモダナイゼーション手法を選びます。

リファクターコ ンテナ化

複雑さ

コスト

ビジネス
価値

API公開 再プラット
フォーム

アカウント管理

CatalogAPI

受注管理

BIzpartner

Webサイト
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アアププリリケケーシーショョンンののココンテナンテナ化化
アプリケーションをコンテナ・イメージにラッピングするのは、モダナ 
イゼーションに向けた最初の手順として適していますが、多くのアプリケ 
ーションはコンテナ用に最適化されていません。ロード・バランシング、
アプリケーション状態処理、モニタリングは、コンテナ化されたアプリ 
ケーションでは異なっています。結果として、アプリケーションの一部 
を書き直す必要があるかもしれません。同じように、パフォーマンス・ 
チューニングとDevOpsプロセスもコンテナに合わせる必要があります。 

ココンテナンテナ・・イイメージメージにアにアププリリををララッッププししまましたした。。ささてて、、次次はは??

アアププリリケーケーシショョンをンを適適応応。。アプリケーションをコンテナ化し た環境に適
合させるには、アクセラレーターが必要です。Cloud Pak for
Applicationsは事前に構築したコンテナ化ミドルウェアとサービス を
提供してお客様のジャーニーをサポートします。

DevOpsと構と構成成ののモモダダナイナイズズ。。新しいアプリケーション用にパイプラ イ
ンを自動生成するとともに、オーケストレーション・ツールが構 
成を自動化します。

運用運用をを統合統合、、標準化標準化。。オープン・コンテナ・テクノロジーに 
基づいて運用を管理、モニタリングします。

始める始める

アプリケーション・モダナイゼーションについてご確認ください。アプリケーション・モダナイゼーションについてご確認ください。
Https://www.ibm.com/jp-ja/cloud/application-modernization

詳細はこちら詳細はこちら



コンテナ化されたミドルウェアとアプリケーションは、 コンテナ化されたミドルウェアとアプリケーションは、 
最新の開発、運用手法に移行するための鍵です。最新の開発、運用手法に移行するための鍵です。

従来ランタイム

コンテナ

アプリ

従来ランタイムと
アプリのコンテナ

化

クラウド・
ランタイム

コンテナ化したクラ
ウド・ランタイムと
アプリの利用

(技術的
な負債
の除去)アプリ

DevOpsとコンテナ・
プラットフォーム
運用の採用

コンテナ

アプリ

コンテナ
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最新アプリケーション・
プラットフォームの適用
クラウドへの移行は大規模で、複雑な労力を必要とする可能性がありま
す。業務の棚卸を注意深くレビューして、それぞれのアプリケーシ
ョンに最適のパスを判断するためのインフラストラクチャーを用意する
必要があります。WebSphereプラットフォーム上で実行しているのなら
ば、Transformation Advisor (Cloud Pak for Applicationsの一部)を利用
して、ジャーニーを促進できます。 

将来を考えたクラウド優先フレームワーク

クラウドネイティブなマイクロサービスを構築。WebSphere® Liberty、ク
ラウド向けに最適化された軽量ランタイムで新たなアプリケーションを
構築します。

新たなサービスで拡張。Cloud Pak認定済のコンテナを利用して、既存
のWebSphereアプリケーションをモダナイズ、拡張します。

標準化された運用を採用。従来のWebSphereアプリをコンテナ化して、ロギ
ング、モニタリングなどの共通運用サービスを利用します。

標準化標準化さされた運用れた運用をを採用採用。。KubernetesとRed Hat OpenShiftコン 
テナ・プラットフォームでスケーラビリティー、可用性、保守容易性、 
セキュリティーを達成します。

始める始める

アプリケーション・モダナイゼーションについてご確認ください。アプリケーション・モダナイゼーションについてご確認ください。
https://www.ibm.com/jp-ja/cloud/application-modernization

詳細はこちら詳細はこちら



WebSphereアアププリリへの投資はへの投資はビビジジネネススををううままくく推進推進ししててききままししたた。。  
そそれれををククラウラウドド優優先先ののココンンテテナナ・・ププララッットトフフォーォームムにに移移行し行して、て、  API経経

由由でリでリーーチチをを新新たたななクラウドネイティブななアプリにアプリに広広げげまますす。。

Websphere

ファミリー製品

自動化

IBM Cloud Pak for

Applications

運用のモダナイズ

カルチャーのチェンジ

評価

アプリケー
ション

セキュア

レジリエント

スケーラブル

保守容易性
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始める始める

アプリケーション・モダナイゼーションについてご確認ください。アプリケーション・モダナイゼーションについてご確認ください。
https://www.ibm.com/jp-ja/cloud/application-modernization

詳細はこちら詳細はこちら

リリファファクタクタ
リファクタリングは、保守が難しい既存のコードを、分割した形で優
れた新しいコードに置換するプロセスです。それぞれの業務機能を
順々に置き換えることで、旧来のモノリスは役割を終えます。

インインテテリリジジェェンントトななモモダダナナイズイズ

生産性生産性。。アプリケーションをマイクロサービスにリファクタリングする
ことで、開発者の生産性が向上して、より多くのコードを迅速にリ
リースできるようになります。

ススケケーラビーラビリリテティィーー。。スケーラブルなアーキテクチャーへのリファクタ
リングは段階的に行うべきです。リファクタリングの各ステップで実
際にビジネス価値をもたらすことが重要です。 

ココンテナンテナ化化。。WebSphere LibertyまたはOpen Libertyコンテナとしてモ
ノリスをパッケージングし直します。それから業務機能を新規のマイ
クロサービスに分離して、ソリューションに新コンテナを追加します。



モモノノリリススを分を分割割ししてて置き置き換換ええるるここととでで、、それぞそれぞれれののスステテッッププ
で効率で効率ととビビジジネネスス価値が得価値が得らられれまますす。。

新
規

既
存

時間

マイクロサービスの

開発増加

モノリス
上の開発減少
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選定済の開発選定済の開発ツツーールルとと
ラランタンタイムイム
人気のオープンソース・プロジェクトに基づいたKabaneroプロジェク
トは、既存アプリケーションのモダナイズや新規のマイクロサービス
ベースのアプリ開発に必要になるあらゆるツールをまとめています。 

標標準準オオーーププン・テン・テククノノロロジジーー

統統合合ココレレククショションン。。本番環境に合っている軽量コンテナを利用し
て、ローカルにアプリケーション開発を開始します。 

統統合合開開発ツー発ツール。ル。好みの開発ツールを利用して、Kubernetes向けの
アプリをすばやく開発します。ツールの再選択ではなく、 
コードを書くことにより多くの時間をかけます。

統合統合DevOpsツツールチールチェェーーンン。。アプリケーションをビルド、テストし
て、本番環境にデプロイできる事前構成済のDevOpsパイプラインで
開発を高速化します。

始める始める

オオーープンプンソーソースス・・ププロジロジェェククトトKabaneroを確を確認。認。
https://kabanero.io/ (英語)

詳細はこちら詳細はこちら



Kabaneroでインテリジェントなエンド・ツー・エン でインテリジェントなエンド・ツー・エン 
ドの開発エクスペリエンスを高速に繰り返します。ドの開発エクスペリエンスを高速に繰り返します。

クラウドネイティブ・
フレームワーク

統合オープンソース・コレクション

統合DevOps
ツールチェーン

OpenShift
プラットフォーム

統合開発者
ツール

業界
標準IDE
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公開と統合 公開と統合 
既存アプリケーションの中にはAPIとして公開するのが最善なものが
あります。公開によって既存アプリケーションを強化する新機能を構
築するのに容易に再利用できるようになります。これらのAPIを活用し
て、将来のアプリケーションをエコシステムに統合できます。Red Hat
OpenShiftで動作するIBM Cloud Pak for Integrationによって、ワークロ
ードをオンプレミス、プライベート/パブリック・クラウドにデプロイし、そ
こで実行するアジリティが得られます。

既存システムのビジネス価値を引き出す既存システムのビジネス価値を引き出す

公開。公開。既存の価値があらゆるエンドポイントから容易にアクセスで
きるようにREST APIとして公開します。

管理。管理。APIを管理下に置いて、セキュリティー、パフォーマンス、 
可視性を向上します。

活用。活用。新規アプリケーションは既存アプリケーションを変更せ 
ずに、そのアプリケーションが公開したばかりのAPI上に構築 
できます。

始める始める

IBM Cloud Pak for Integrationをご確認ください。をご確認ください。
https://www.ibm.com/jp-ja/cloud/cloud-pak-for-integration

詳細はこちら詳細はこちら



IBM Cloud Pak for Integrationで統合アーキテクチャーの管理を で統合アーキテクチャーの管理を 
単純化して、コストを削減します。単純化して、コストを削減します。

API
ライフサイクル

アプリ / データ
統合

メッセージング
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運運用用をモをモダナダナイイズズ
アプリケーションを本稼働させた後は、管理しなければなりませ
ん。クラウド・サービス管理、運用はアプリケーションとサービス
の運用面に対応します。アプリケーションはサービス・レベル・ア
グリーメント（SLA）に基づいた可用性とパフォーマンスを保証す
るためにモニターされています。新機能を開発、テスト、リリース
する手段の機動力が増してきたので、サービス管理もこのパラダイ
ム・シフトをサポートするように変化しなければなりません。 

ククララウウドド運用の再考案

管管理理ししややすすいいよよううにビルにビルドド。。開発者は、一連の標準やソリューションを
利用して、アプリケーションを管理しやすく、アプリケーションがサービ
ス・レベル目標に達していることを保証できるように作成します。

モモニニタリンタリンググととロロギギンンググ。。コンテナ・プラットフォーム・ツールを活用
して、メトリクスとログをモニターして、アプリケーションの健全性
を判断します。予防的に行動して、ユーザーが問題の存在に気づ
く前に、事前に解決、修正します。

ココミュミュニニケケーーショションンととココララボボレレーーショションン。。チャット・アプリケーシ ョ
ン、問題/プロジェクト追跡システムなどのツールと自動化を用い
て、全員に情報を提供し続けます。

始める始める

IBM Cloud Pak for Multicloud Management を
ご確認ください。
https://www.ibm.com/jp-ja/cloud/cloud-pak-
for-management

詳細はこちら詳細はこちら

https://www.ibm.com/jp-ja/cloud/cloud-pak-for-management


コンテナ化されたミドルウェアとアプリケーションは、 コンテナ化されたミドルウェアとアプリケーションは、 
最新の開発、運用手法に移行するための鍵です。最新の開発、運用手法に移行するための鍵です。
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IBM Garage -  ジジャャーニーーニー
の加速
モダナイゼーションにはいろいろなやり方がありますが、すべての資産を
書き直すのは実用的ではありません。ビッグバン・モダナイゼーションには
大きなリスクがあるので、大規模な活動は影響が測定可能な小さなプロ
ジェクトに分割するのが最善です。ゴールは価値を加速し、提供頻度を上
げ、リスクを減らすことです。IBM Garage専門家がお手伝いします。

必要な必要なもものはのはリリフファァククタターーすするるがが、、リリフファァククタターー必須必須ではないではない

協力に協力によよるる創造創造。。業務のモダナイゼーションの機会を明確化します。 
自分の部隊のMVPを提示し、構築し、フィードバックを得て、ソリューショ
ンを協力して生み出します。

協力に協力によよるる実施実施。。現行資産をモダナイズする適切な手法を選んで、 
リスクを管理します。自動化とテクノロジーによってジャーニーを 
高速化します。

協力に協力によよるる運用運用。。アプリケーション資産全体を本稼働用に強化して、 運用
を標準化して、DevOps効率を向上します。 

始める始める

IBM とと Garage を始めてみませんか？を始めてみませんか？ 
https://www.ibm.com/jp-ja/garage

詳細はこちら詳細はこちら



IBM Garageは信頼できるパートナーで、テクノロジーとあるべき は信頼できるパートナーで、テクノロジーとあるべき 
姿を示すアプローチによって、すぐにビジネス価値を提供します。姿を示すアプローチによって、すぐにビジネス価値を提供します。

アクセラレーターとツー
ルを使用してアプリケー
ションをすばやく、安全
にモダナイズします。

IBMのGarage専門家が対応!

クラウド・モダナイゼーション・ロードマップ

デザイン・
ワーク
ショップ

MVPの計画

テスト、パイロット、
実証

結果の測定

フィードバック
から学ぶ

成功!!



注:

Red Hat OpenShiftの詳細情報
https://www.openshift.com/ (英語)

Advisor IBM Cloud Transformation

をご確認ください。
https://www.ibm.com/garage/method/

practices/learn/ibm-transformation-advisor

(英語)

Cloud Pak for Applications:

初めに

https://www.ibm.com/jp-ja/cloud/

cloud-pak-for-applications/get-started



ブログを読む:Kabaneroで
Kubernetes向けのクラウドネイティブなアプリをすばやく構築
https://developer.ibm.com/blogs/
cloud-native-apps-kubernetes-kabanero/ (英語)

IBM のアプリケーション・モダナイゼーションの詳細はこちら。
https://www.ibm.com/jp-ja/cloud/application-modernization

Cloud Pak for Integration

をご確認ください。

https://www.ibm.com/jp-ja/cloud/

cloud-pak-for-integration



コースの受講:Garage

メソッドを理解して、

バッヂを入手!!!
ibm.biz/explore-method-course (英語)

IBM Garageを訪問してみてください。

https://www.ibm.com/jp-ja/garage

探索
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